
i主様 lリl美（39) l付税 約彩（40)

淀｜品1 1［舟（41) Ill久保成ill (42) 

大'l't ·�lf ti� 

鎚ヶ江先生の叙勲を祝う会

盛大に催さる

ll(J f'IJGlll� -l�0叙微で鍬ヶ江f：！光 先生

( j(;'f:民. JJl外話会J!�Z Ji長）が勲二等I\!!

LI .'fl 'Ji:, r；�を絞りAされたことを機に． 先

生の永，，�のさ＇／－；思をJi＇.�う教え子を•l'·L、と

したわ・悦いパーティが去る7 } l l i臼｛主．

m首の1；＼王プラザホテルでflliされた．

当初． 先生は， ニのような会のllflflli

を緋illされたが． 従来． 中国語学科｜民i

i系では． 卒業・�tミが一常に会する機会が

なかったことも あり． 先生が教被をと
られたII寺JUIの卒業生J三よび若干の友

人 ・ 知l人の 方々 1 00名が発起人となって．

教え子'l•·L.、ということで会が地f�Uされ
た． 当日は． 同ホテル・コンコードボ

ールルーム一杯の200余名の参会者を得

て． 金JLFI；三数段（C32）のllfl会の終．

fit lff;J!!日光 氏 （ C25） ・ 赤J反敏子 さん （C

42）のおl会でレ会が進行した。小川芳!1�先

生やH：挙tW井氏のほか. i�P友人． 教え

fl�去の1兄締や;[I.ぃ山t..!i. 中国�I；学科

i!i:i兄純i告（輿水l受教l受＜C33＞）. それに

北）；�. I二i!Ii. i守地の卒業生からのねl�［·

jγセージL干？？せられた． このllllに．

柴山trn:CC29）の�1\ Pl:\, i主藤武氏（C

11h!'m正災氏（C22）のi上持． 安念一

郎氏（�Ii細iJE大教i呈）の1;\1Wli1＞.「C 35

グルー7・」（.flJllldi・阪本尖ilt.行方光

if; · •I’m倣!JUの欣とピアノ． チェロ．

ヴTイオリンのiii（�などしあり． 多く

の方々のi卸l/,\)Jで似しい一夜となった

ことを悠測している. lil1去に州ヶii：先

’ト．から刈.�rがi主べられ． ーやl感銘のう

ちに先生i�PK-Jlをj五j�リすることがで

きた．

なJ；. 当lオ参｝JUできなかったJiのう

ち約isor.から記念品I�をIJ'ilillしたが．

参会者に記術した小flit子rjjヶj_[ fJ 'Ji:. 

先生の目純正と］－；仕i1iJ （先生のi卸論文

「中位IJfl研究六卜s1�一一位の学んt.: ·1� 

’l=.-1Wil.H)t;J.. i� fの｛f!tiF•があるの

て. '18!/1-1よJI（』；·：�1-.. ：：）ぐY：・IEIF�llJ.lfぷ

.�!ill冗引・1l11:!'\l0'f1'll到にillli•H品＜ 1: .: 
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日本語を学ぶ外国人の

便利を考えた 「西和辞典」

i可村 !jJ(S 6 l 

布、の1.'j.ijiする長年の学友一色忠良氏

（小1昨1ff1 大 、M1戸 外大。 I則！Hfi大学教l宝。

D/HG凶）より本年4月新刊の「西初待

。年」ピセンテ・ゴンサレスO.P.1•1•父・

一色忠、良共編の－nけを紋いた． 研究祉

や岩波の大占H日待。lLにL等しい大判、

そのすばらしさに舟u�した．

ゴンサレスド，，父は来日以米、 長年四

匝l恰山で布教活動、 現在l;!:/111戸て・生泌

を｜事げたそのi立を歩み続けている， lilJ 

じ絞山出身の一色氏とは｛言f!flをi泊じ、

またスペイン訟をiillじての半世紀の結

びM・きにより、 今回の共編が大成した

わけて’ある．

店、の。尽きI；！：大ささや立派さだけでは

ない． これまでに世に出た幾多の叙威

ある静in:のどJ Lを見てL日本人が外国

1告を学ぶためのむのと宮うべきで、 お

よそ日本知を学，；：外国人のための1足利

は考1＆.されていない。 その欠点を除き

使利なものにしようと配慮したのが、

今回紛刊の西和降典である。 訳設のi英

字には一々ローマ字でl反り仮名がM・い

ている． 号l例文中のi英字にも必ずロ－

7守：の仮名がfol•いている． そうした外

人fliJけのfillかい配慮をした待作は、 fl.

の知る限リ、 この経典くらいのむので

ある．
ゴンサレ スM•父自身が日本訟を覚え

るのに当リ‘ 身をもって不便を体験し

たfリimであろう．

やがて、 2l llt�に｛；！. II .-j.：訟は世界に

通じる2般になるか（，Lil＇ないという．

だとすれば、 li本人1111けである ことは

むちろん、 114.:Jlfを・下J：外人にb �l&. 

の行きliilいた統；！？こそ必嬰と思う． そ

のむ；l味で今l引のJ長編のごjil1jf,·の立凶を

1与に1・Ff国lしたL、．

テヘランに眠る

友好ーに尽くした井上英二氏(H 7) 

半生を外扮省のペルシャf,lf.＼’＇l-1”IT－＇..と
して IJ .-j.：とイランの友針促進lこI手くし

たι11 ..j�イラン｜仏公）11\'!HIJ/,'J.Jf：・H�

1 U 11 7 . Ii I 'I" I JI 22 II �じJ;)QJirtHか

うi'l'i'さJ l. '1•人のj也．ιでイランのlーに

- 19ー

Hllることになり． 去る6月17日， テへ

ラン郊外のレイにある外国人墓地で納

n式カ寸'Thil f」．

式にIi. イラン駐在大使夫Jiや生日：1

f見交のあったイラン人多数が参列し．

n・l:L＼：のlk �！で化フランス大使館－＇！宇

野記官の正幸氏(U47)がi監fl·の－llllを

納めた．

紀央会開催

�4回紀央会は、去るIOI! 3 LI （金）、

ISPキより、 東京ltfl凶3島町、 紛れR京ホテ

ルでrm rmされた．

紀央会はeg f·ll25I！�卒業の各話料合同

の問JUI会である. ll(J�ll59if.に各ftfH：十の

斡＇］＼.と相淡の上、 1950年卒業、 つまリ

201止紀半l工のn:ん中なので、「紀央会J

と名付け、 毎年IOJlの�I金目I�日に、

ffr Jlt京ホテル（社長 ・山本 ng · C25) 

でlllll注することに決めて、 今年第4回

の日目rmとなった．

出席者はJ大のi凪1).

〔EJ氏、 倉林、 佐々木、 第凶〔A)

豹ー沢、 塚原、 長谷川〔 l〕中I.LI、 宗像

〔D〕小林、t屯、 土手、中村、 国中〔P〕

荒凶、石光、石山、稲！！L井上木村（友）、

持者I�. 千葉、 良野、 1,'I'Jf〔S〕t.rn1品、

森（C〕fi!ll.ふ小'Jfil｛. リ＇ll；ふ 小指·� lli〔‘

11m、1::;'1玉、 名l阪、f1!1LU、 平林、fi:i}{

〔lI〕自淀川、 iま様、 佐藤〔le) i民災、 市

十t. ｛以上U41名）

なお、 今lilll主主任賓として、 小川、 鈍

ヶ江尚元学長、 川辺、 宮城市I先生がm

／，＇（，；された。 （名l収）

・教務術佐員募集・

＝＝海外事情研究所＝＝

1illi：文iH花J'IL kl� !IS 'fqJj 'ff 

�fJ.fli . ）� 2 LIていど

OM LI・II者J::llHUJ誕の上

給与：大学c.t.J.I.定による

3色t告凶 F記①または①へ!lilif必また

{;!.'i包括で

①j除外lf't1'i £1f究所

（火・水· {itB抵のみ）
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